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論文の概要及び判定理由 

農業用マルチフィルムは，農作物の生産量向上に寄与し，農作物の栽培において重要な

農業用資材の一つとなっている。しかしながら，使用後の回収および廃棄に労力や費用が

かかることが課題である。この問題の解決策の１つとして，微生物により土壌中で分解さ

れる生分解性マルチフィルムが注目されている。ポリ（ブチレンアジペート−コ−テレフタ

レート）（PBAT）は生分解性マルチフィルム材に用いられる脂肪族芳香族ポリエステルであ

る。これまでに高温環境下における PBATの生分解機構について，詳細な研究が行われてい

るが，生分解性マルチフィルムがオンサイト処理される好気的中温環境下における PBAT

の詳細な生分解機構は明らかとなっていない。そこで，著者は，本博士論文において，土

壌から好気性中温性 PBAT 分解細菌を単離し，単離株由来の PBAT加水分解酵素を特徴づけ

することにより，好気的中温環境下における PBAT の分解機構を明らかにした。また，PBAT

の土壌埋設が土壌微生物叢に与える影響を明らかにした。 

 また，この成果は，学術的にも高く評価できるものであり，本研究内容を，博士（理工

学）の学位に値するものと判定した。 
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